
VOL.10NO・4 CHEMO『rH巨RAPY 231

昨 年 来 東 南 ア ジ ア 諸 地 域 に 於 て 流 行 せ る

コ レ ラ 菌 の 薬 剤 感 受 性 に つ い て(予 報)

中 沢 昭 三 ・山 本 泰 子 ・山岸由紀子

京都薬科大学微生物学教室

佐 藤 和 男

東大伝染病研究所第一細菌研究部

(昭和37年3月7日 受付)

本 論 文 の 要 旨は 昭 和37年3月3日 第40回 日本 抗

生 物 質学 術 協 議 会 関 西 支 部 研 究 会 並 び に昭 和37年3月

22日 東 大縁 研 集 談 会 に 於 て 報 告 した｡

実 験 方 法

試 験 菌 株 はJava,Sarawak,HongKong,Phiiippines

に 於 て分 離 され た 計21株 及 び対 照 標 準株 と して 教 室 保

存 の原 型(稲 葉,中 川),異 型'(小 川,鎌 田),中 間 型

(彦 島),計5株,総 計26株 で 化 学 療 法 剤 とし てはPeni-

cillinG,Streptomycinを 始 め 合 成 ベ ニ シ リンを 含 め抗

生 物 質15種,持 続 性 サ ル フ ァ剤Sul五somez0le1種,一

卜ロ フ ラ ン誘 導 体Bis-(5-nitrofurfurylidene)-acet｡ne-

:9Uanylhydrazone・HC11種,合 計17種 類 で あ る◎ 感

受 性 測 定 法 と して はpH8.2～8.4のPeptonewaterに

よるSerialdilutionmethodで サ ル フ ァ荊 の みMueller

Hintonagarに よるPlatestreakingmethodを 応 用,

37℃18時 間 培 養 後に 於 て判 定 した｡

試 験 菌 株 及 び 化 学 療 法 剤 の種 額 単 位 ゐ詳 細 は 第1表,

第2表 に示 す 如 くで あ る｡

第1表 試 験 菌 株

第2表 使用化学療法剤の種類

薬 剤

(1)抗 生 物 質
ノ

CP…Ch玉oramphenicol

TC…Tetracycline・HCI塩

SM…Dihydrostreptomycin・

H2SO4塩

KM…Kanamyein.H2SO4塩

FM…Fradiomycin・H2SO4塩

EM…Erythromycin

Poly…Polymyxin-B・H2Sq塩

Colis…Colistin・H2SO4塩

VM…Viomycin

Novo…Novobi0cin・Na塩

PC…PenicillinG・K塩

単 位

シ

リ

ン

合

成

ペ

一

D(縦)α 一Amb-PC…

Aminobenzy1-PC

Phenoxyethyl-PC・K塩

Dimethoxyphenyl-}

PC・Na塩l

Phen｡xypr｡pyl-PC.K塩i
「

1,000mcg/mg

970mcglmg

770mcglmg

806mcglmg

589mcg/mg

942mcg/mg

7,156u/mg

19,500u/mg

745mcg/mg

950mcg/mg

1,600u/mg

789mcg小mg

1,468u/mg

865mcglmg

1,414u/mg

a)流 行 株

JE1,3,4,5｡6,7,8,9,10

HK1,2,24,25

SE1,2,3

NT50,51

P291Manila横 須

賀 米

軍HK29

;b)

原 型{奮 荒

異 型{媚

中間型 彦 島

(Philippines)

{KV1235K0wl00n(H0ngKong)Kowloen(HongKong)

合 計21株

標 準 株

2株

2株

1株

計9株(Java)

計4株(HongKong)

計3株(Sarawak)

計2株憾 謙 翻es

}計3株

合計5株

総計26株

(2)サ ル フ ァ 剤

Sulfisomezolehyd

(3)ニ ト ロ フ ラ ン誘 導 体

Bis-(5-nitrofurfurylidene)-acetoneguanyl

hydrazone・H〔C1

実 験 成 績

そ の 成 績 は 第3表,第4表 に 示 され る如 くで あ る｡

そ の 結果,抗 生 物 質 群 で は 予 期 も しな かつ た とこ ろ の

Erythromycinが 全 分 離株 に 対 し0.25mcglmlの 低 濃

度 で 最 も強 い 感 受 性 を 示 し,次 でStreptomycin,Chlora-

mphenico1が 同様 分 離21株 全 部 に 対 し0.625mcglm1

で完 全 に発 育 を 阻 止 し た｡又,Fradiomycinは1.56

mcg/m1内 外,Kanamycinは1.56～3.125mcglml,

Penicillin系 で はPC-G3.12=mcg/m1内 外 で あ るに 対

し,合 成 ベ ニ シ リン の1種D(一)α.Aminobenzyl.PC

が 分 離21株 中1.56mcg/ml18株,3.l25mcg/ml3
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第3表 薬 剤 感 受 性

、＼
一 一_薬 剤

菌 種 ＼ ・＼.一

CP
mcg加1

JE

1

3

4

5

6

7

8

9

01

0.625

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

TclSM
16 .25

〃

'ノ

〃

〃

〃

〃〃

〃'

〃

HK

1

2

%

25

29

0.625

〃

〃

〃

〃

SE{i0、625〃
〃

6.25

〃

〃

〃

〃'

6.25

〃

〃'

KM

0.625.1.56

〃ノ3.125

〃 〃

〃 〃

〃1.56

〃ノ 〃

〃 〃

〃 〃'

〃3.1251 ヨ

FM

0.625

〃

〃

〃

〃

1.56

"

〃

3.125

0.78

1.56

〃

〃

"

3.125

.〃

〃

1.56

〃

1.56

〃

〃

〃

〃

0.625

η

〃

3.125

〃

〃

1.56

〃

〃

EM

0.25

〃

〃

〃

〃

〃

〃'

〃

〃

0.25

〃

〃

〃

〃

0｡25

〃

〃

NT{19

喪V、lll

原型醗

異型脳

中間型 彦島

0.625

〃ノ

'ノ

〃

〃

〃"

〃

〃

〃

6.2510.6253.1251.56

〃{〃}〃 〃

〃i〃1.56〃

〃i"3・ ・23・125

3.125i0.312,1.560.78

"■0.156㌧'｡.39
オ6

.250.312〃 〃

・2.51・ ・625尭 〃 ・・78

3.125'0｡3120.39〃

0.25

ノノ

〃

〃

0.03

0.015

0.03

0.25

0.03

lp・1y-B

3.125

〃

"

6.25

〃

1.56

3.l25

〃

6,25

1.56

6.25

〃

3.125

6.25

6.25

3｡125

〃

3.125

〃

〃ノ

6.25

0.39

0.195

0.39

3.125

0.78

Colis

6.25

〃

〃

'ノ

〃

〃

〃

〃

'〃

6.25

〃

〃

〃

〃

52

〃

〃

6

6.25

〃

〃'

〃

1,56

0.78

1.56

6.25

1.56

PC-G

3.12

1.36

6・25

3｡12

〃'

6.25

〃

3・12

〃〃

3.12

〃

'〃

〃

〃

3.12

6・25

3.12

3.12

〃

6・25

3.12

1.58

0.78

1.56

3.125

0.78

IAmbPC
1.56

〃

〃

3.12

1.56

〃

1.56

〃

''

1.56

〃

〃

〃

〃

1.56

〃

〃

3.12

1.56

〃

3.12

1.56

0.39

0.78

1.56

"

iSulf剤iNi-・Fu

6.25

〃

12.5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

12.5

〃

〃

〃

〃

12.5

〃

〃

12.5

〃

12.5

〃

1.56

3.125

〃

200

3.125

0.78

1.56

0.78

〃

〃

〃

〃

〃

〃

0.78

〃

〃

〃

〃

0.78

〃

〃

O.78

〃

〃

〃

0.19・

〃

〃

0.39

0.19

第4表 薬 剤 感 受 性 分 布 表
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Nit-Fu誘
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nδ

-
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2

2

3.125

3

9
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1

1.56
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l
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株 を示 した の に対 し,一 部 菌株 に つ い て 実 施 した 他 の 合

成 ペ ニ シ リンPhenoxyethy1-PCは200mcglml,Dime-

thoxyphenyl-PC200mcg/m1,Phenoxypropy1-PCは

100mcg/ml,Methylphenylisoxazole-PCは50～100

mcg/m1と 全 く無 効 で あ つ た｡

Colistin,Polymyxin土B系 で は3、125～6.25mcg/ml

内外 で期 待 よ り弱 い 感受 性 を示 した｡

Tetracyclineは21株6.25mcg/mlで 期 待 よ り弱 か

つ た｡一 部 菌 株 で 行 な つ たViomycinは3.125～6.25

mcg/m1でNovobiocinは6.25～1.25mcglmlの 範 囲

で あ つ た｡サ ル フ ァ剤 と して持 続 性 サ ル フ ァ剤Su脆so・

m.ezoleを 使 用 した 感 受 性 は6.25～12.5mcg/m1で あ つ

た｡

Pt卜 ロ フ ラ ン誘 導 体 と してPanazoneを 使 用 した が,

そ の 成 績 は0.78～1.56mcg/mlで 非 常 に 強 い 発 育阻 止

作用を認めた｡

猶Erythromycinに ついてはpHと の関係 について

更に詳細に検討し,又D(一)α ・Aminobenzyl-PCに つ

いても種々検討を加えたい｡

現在Philippines流 行株約35株 が到着したので同様

追試中であり,更 に今度は殺菌作用を主体 とした効果に

ついても研究 し,来 る第10回 日本化学療法学会総会に

於て発衰する｡

PhilipPinesよ りの分離35株 について追試 した成績は

全株上記成績 と殆んど差異を認める事は出来なかつた事

を追加する｡

終 りに臨み,東 大伝染病研究所第二細菌研究部長恩師

寅本郁夫教授の御指導を感謝し,研 究協力者一同に謝意

を表す る｡




